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ズの最適作製条件として、１回ゲル化時間 23.99分、乳酸カルシウム濃度 0.13 mol/L、２回ゲル化時間 6.04
分、乳酸カルシウム濃度 0.058 mol/Lが得られた。またこれらの条件を用いてスフェリフィケーションを行った

















審   査   の   要   旨 
年間１４０万トン近くが生産されるダイコンは、その加工・流通性向上のため、葉部が切除される場合が多
い。このダイコン葉にはビタミンや食物繊維、ポリフェノールなどヒトの健康機能保持に有効とされる成分が多
く含まれている。しかしダイコン葉は苦味が強く、食感も悪いため食材として有効活用されず、生産・加工の
現場では多量に廃棄されている。これらの課題を克服する新たな食品形態として液体コアハイドロゲルビー
ズを提案するとともに、その加工のための技術、すなわちマイクロウエットミリング法とスフェリフィケーション法
に着目して、そのプロセス特性をゲルの各種物性評価を通じて解明した点が本研究の大きな特徴である。
特に応答表面法により、スフェリフィケーション法の最適化を行った点は学術的に高く評価できる。また機能
性成分の放出挙動を消化シミュレーション装置により明らかにするとともに、その貯蔵安定性を動力学的に
解析して得られたパラメータは、ダイコン葉粉砕汁をコアとするハイドロゲルビーズ作製に有用な基礎データ
であり、農学や食品工業の発展に資するものである。以上の内容は博士論文に相応しいと判断された。 
平成３０年１月２３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
